講義内で指摘された箇所は青字で修正しています（最終更新日：２００１，１２，２０）


授業展開案 第１時

（1） ねらい
意思決定、問題解決において有効とされている手法を理解する

（2） 展開 （■主発問 □生徒の反応 ／時間の単位は分）

	段階
	時間
	学習活動
	教師の支援
	準備

	導入


	１０
	１．普段生活の中で問題が起こったとき、どのように解決しているか考える


	・問題を解決するとき、頭の中でどのようなプロセスを経て意思決定をしているか
	

	展開


	１５


	２．意思決定と問題解決の例を挙げ、理解させる


	
	スライドまたは板書：球技会の例、英単語の勉強法

	
	２４
	３．テーマを各自設定し実際にやってみる


	・数人指名発表
	個人問題解決課題シート（評価1）

	まとめ
	１
	４．次回は・・・
	・やったことを忘れないように呼びかける
	


授業展開案 第２時

（1） ねらい
個人で行う問題解決とグループ（複数人）で行う問題解決について理解する


（2） 展開 （■主発問 □生徒の反応 ／時間の単位は分）

	段階
	時間
	学習活動
	教師の支援
	準備

	導入


	５
	１．グループでの行うことの説明


	
	（生徒）前回の個人問題解決シート

	展開


	２０


	２．グループでの問題解決の演習


	・質問も考えよう
	グループ問題解決シート（評価２）

	
	２０


	３．グループでの問題解決の発表


	
	

	まとめ
	５
	４．教師からコメント
	
	


授業展開案 第３時

（1） ねらい
問題発見・解決に有用な技法「KJ法」を学ぶ


（2） 展開 （■主発問 □生徒の反応 ／時間の単位は分）

	段階
	時間
	学習活動
	教師の支援
	準備

	導入


	５
	１．グループでの問題解決の様子を思い出す


	・「複数人で行う意思決定や問題解決は難しい、大変だ」ったということを本時の展開の前提とする
	

	展開


	１５


	２．KJ法を説明する


	・講義
	スライドまたは板書（KJ法）

	
	２５


	３．実際に何題かの問題を取りあげ、KJ法を用いて整理してみる


	・興味をひくようなネタで
	

	まとめ
	５
	４．次回KJ法を用いてグループで問題解決を行ってもらう旨を伝える
	
	


授業展開案 第４時

（1） ねらい
「KJ法」を用いて問題発見・解決ができる


（2） 展開 （■主発問 □生徒の反応 ／時間の単位は分）

	段階
	時間
	学習活動
	教師の支援
	準備

	導入


	５
	１．前時に学んだKJ法について思い出す


	・KJ法を使うと問題発見と解決がやさしくなったという事を本時の展開の前提とする
	

	展開


	４２


	２．各グループでテーマを決め、KJ法の実習をする


	
	KJ法の実習シート（評価３）

	まとめ
	３
	３．次回各グループで発表を行う旨を伝える
	・準備を怠らないように
	


授業展開案 第５時

（1） ねらい
「KJ法」を用いて問題発見・解決ができる


（2） 展開 （■主発問 □生徒の反応 ／時間の単位は分）

	段階
	時間
	学習活動
	教師の支援
	準備

	導入


	２
	１．前回の実習成果を発表させる旨を伝える


	・他のグループの発表を、特に「なぜうまくいったのか、ダメだったのか」というところに注目しながら聞くよう指導する
	（生徒）KJ法の実習シート

	展開


	４３


	２．前回の実習成果の発表をさせる 


	・発表毎に聞き手の生徒に意見、感想を求める
	KJ法実習感想シート（評価４）

	まとめ
	５
	３．全グループの発表を振り返る
	・問題発見、意思決定、問題解決はいくつかの技法に則って行うとうまくいくということを確認する
	


授業展開案 第６時

（1） ねらい
システム開発工程における問題解決を理解する


（2） 展開 （■主発問 □生徒の反応 ／時間の単位は分）

	段階
	時間
	学習活動
	教師の支援
	準備

	導入


	５
	１．グループでの問題解決の手法を思い出す


	・KJ法を使うと問題発見と解決が容易になったという事を本時の展開の前提とする
	

	展開


	３５


	２．システム開発工程において実際行われている問題発見、意思決定、問題解決を説明する


	· 講義（教科書）

· この中で他の分析手法を紹介（名称等に触れる程度、中身については他のところで触れる）
	システム開発工程における問題解決を整理した配布資料（教科書で不十分と思われる場合）※１

	まとめ
	１０
	３．全6時間を振り返る
	・問題発見、意思決定、問題解決はいくつかの技法に則って行うとうまくいくということを確認する
	


· １

最低限以下の項目について詳細が記述されている資料を用意したい。

	仕事のプロセス
	仕事内容

	（１）システムの戦略立案
	システム化課題発見設定・システム化計画の策定

	（２）システムの構想・提案　　　 
	  システム化に基づく情報収集　　　　　 

  システム化のための構想企画
  システム化案の提案・説得　　　　　 

	（３）システム分析　　　　　　　 
	  システム分析・要求定義

	（４）システムの構想・提案　　　 
	  システム設計（外部設計）　　　　　 

  システム設計のレビュー・事前評価　　　　　 

	 (５)システム製造
	  システム開発・テスト
  新システムの市場性評価　　　　　 

  新システムの導入   文章作成


